


































































































































































































































































































































































































構 造 ? 環
?
単一ユーザ用OS
標準的周辺機器
（前述済み）
非マルチプログラミング
無
複数ユーザ用OS
複数の標準的周辺機器
マルチプログラミング
?
使用するユーザ増加によ
る個別ファイルの保護と
共有機能追加
また，複数コーザ用OSの内部構造と環境を図6。雪（b）に示す。
7。16ビットパーソナルコンヒ。ユータ汎用標準oS
ここでは，16ビット汎用標準OSの代表であるCP／M－86とMS－DOSについて説明する。
　（1）　CP／M－86
　CP／M－86は米国ディジタル・リサーチ社の開発したインテル特製8086汎用標準OSである。
　このCP／M－86の前身は，現在8ビット系マイクロコンビ…一タであるインテル社製8085用
OSとしてよく知られているCP／M－80である。
　これは，現在8ビット系マイクロコンピュータに限っていえば，標準的なOSとして広く定着
しているといって，過言ではないであろう。
　当然米国の8ビット系マイクロコンピュータも含めて考えると，話しが変ってきて，アップ
ル社製ApPle　DOS，タンディ（ラジオシャック）社製TRS　DOSが圧倒的なシェアを誇ってい
るようである。
　この8ビットマイクnコンピュータはそれ相応の機能を持っているが，
　⑦日本ワードプロセッサ
　④データベースシステム
　⑰　画像処理……etc
というような面からみると，8ビットマイクロコンピュータでは不十分な面を持っている。この
ことは，今後のパーソナルコンピュ・一’タのコーザの多様化するまた，高度化する様々なニーズに
対応するためには，16ビットマイクロコンピュータの出現に期待せざるを得ない。
　このようなニーズを背景に16ビット汎用標準OSとして，　CP／M－86が誕生した。
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　a）システム構成
　図7。竃に示すように，アクセス可能メモリは，IMバイトまであり，外部記憶装置として，最
大8Mバイトのディスクを16台まで，使用可能となっている。
8MB
1台 フレキシブルディスク（最大：8MB×16台）
コンソール
けん盤
8086系CPU
を中心とし
たマイコン
メモリ
プリンタ
CRT
ディス
プレイ
IMB
　　　　　　　　　　　図7．1　CP／M－86標準ハードウゴアシステム構成
CP／M－86システムは表7。1のように構成され，またその標準的なメモリマップを図7。2に示す。
表7．1CP／M－86システムの構成
シ
ス
テ
ム
構
?
BIOSBasic　I／O　Sys£em種々のマイコンハードウェア対応システムハウス，装置メーカが
ユーザの仕様に合わせ，作るシステム部である。このシステム部
は周辺装置を制御するための基本的マンマシンインタフェースを
可能にするものであり，具体的にはけん盤からの入力，ディスプ
レイへの出カプリンタへの出力，ディスクの入出力ルーチン，セ
ントロニクスハンドリング等の低レベル基本入出力作業を行う。
BDOSBasic　desk　operatingSystem 1台から複数台のディスクドライブを制御するもので，具体的にはファイルのオープン・クローズ，ファイルのリード・ライト，
ファイル名の変更，更にディスクドライブの選択・リセットなど
を行う。
ccpConsole　Command
Processer
CRT，けん盤とOS間のマンマシンインタフェースを司さどる
入力コマンドはビルトインコマンドとトランジェントコマンドに
分かれる。
①トランジェントコマンドが入力されると，BIOS，BDOS
　経由で，ディスク上から該当プログラムを探索し，実行する。
　また，
②ビルトインコマンドが実行されると，既設該当プログラム
　を，そのまま実行する。
TPA　i　Transient　Program
　　　　　Area
ビルトインコマンド，トランジェントコマンドをディスクから，
記憶装置にロードされたプログラムを格納し，実行させるための
領域である。
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RAM最終
アドレス
　00400
　00000
図7。2
ユーザエリア
256K：B実装な
らば約207KB
TPA
BIOSBDOSccp
割り込み
ベクトル
CP／Ml－86のメモリマップ
　（2）　Msoes
　UMX指向の多機能OSであるマイクロソフト社製MS－DOSはIBM－PC（IBM－PC5550……
etc）の標準OSとして搭載されてから急速に脚光を浴びるようになった。
　現在，前述のCP／M－86と16ビット主流汎用標準OSとして王座を競うようになった。
　IBMが汎用標準OSとして，　IBM－PCに搭載するということで，一躍MS－DOSが有名に
なり，ついにはあれだけの汎用標準OSとして，圧倒的なシェアを誇っていたデジタルリサーチ
社製CP／M－86も駆遂されそうな勢いである。
　逆に云うとIBMがいかに強力であり，コンビュー・タ産業のガリバ・一・”pt的存在で，　I　BMの一挙
一動がコンピュータ業界に決定的な影響を与えてしまうということの現れでもある。
　MS－DOSは米シアトルqンピュータ・プロダクツ社のCP／M一一86互換OSをベースに開発
され，CP／M－80，　CP／M－86のコンセプトを継承している。
MS一一DOSは基本的にCP／M－86と何んら，内部構造，機能の面で変わることない。表7。2に，
CM／86とMS一一DOSの内部構造の比較を示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表7．2　内部構造の比較
廃一遡1
入出力管理
ディスク管理
コマンド解析
MS－DOS1
IO．　SYS
MS．　DOS
CP／M－86
BIOS
1
COMMAND．　COM
BDOS
ccp
MS一一DOSの基本的なシステム構成をに，表7。3またそれらと各機能との関係を図7e　3に，また
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そのメモリマップを図Z4に示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　表7．3 MsnOSのシステム構成
?
称
IO．　SYS
MSDOS．　SYS
COMMAND．　COM
機
???
MS－DOSの入出力制御部であり，ハードウェアとの唯一の接点である。
MS－DOSの核の部分に相当しファイル管理を中心に，
一ル等を行うところである。
時問管理，システムコ
けん盤より入力されたコマンドが正確であるかどうか，確認する。
①該当コマンドが正しくなければエラーメッセージを送出する。
②該当コマンドが内部コマンドの場合，即実行する。
③　該当コマンドが外部コマンドの場合，MSDOS．　SYS経由で，外部コマン
　ドをディスクから，メモリに読み込み，実行する。
ユーザ けん盤
MS　一　DOS
COMMAND．COM
内部コマンド
MYDOS．　SYS
システムメモリ
ーO．　SYS
むプリンタ
けん盤
ディスプレイ
その他
RAM最終アドレス
（メモリの残り）
外部コマンドが，
COMMAND．COM
によってメモリに
読み込まれ，実行
される。
外部コマンド
（COMおよび
EXEファイル）
バッチ・ファイル
（BATファイル）
データ・ファイル
00400
00000
　　図7．4
ユーザエリア
Q56KB実装な
轤ﾎ約18KB
図7．3MS－D（》Sと各機能の関係
COMMAND．　COM非常駐部
外部コマンドまたは
ユーザエリア
　　　　　COMMAND．　COM
　　　　　常駐部・
　　　　　MYDOS．　SYS
　　　　　IO．　SYS
　　　　　　割り込みベクトル
MS－DOSのメモリマップ
8．　あ　と　が　き
　この1～2年の問にパーソナルコンピュータは32ビットOSマシンの時代に移っていくことは
明らかであり，社会のニーズもその方向で動いているようである。
　現在のNTTを中心としたデータ通信のホストコンピュータのCPUは32ビットマシン（プロ
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セッサ）であるから，CPU間のインタフェースコンパチブルとなるだろう。したがって，一層の
ロンピュータと情報通信の隔合化が進み，それらの区別さえつけなくなってしまう可能性もあ
る。
　したがって，私たちも冒頭で述べたように科学技術に一層の関心を向けたいものであり，大学
も，役に立つ，実用的，実戦的学問，学理を勉強し，社会に役立ちたいものである。
　最後に，後述「参考文献」中にあるリファレスを参照したので，ここに誌面をかりて，関係各
位に感謝申し上げる。
　また，UMXについては，一部誌面の関係で割愛する。
　付　記
本稿は，日本マイコンクラブ，マイコンサーキュラ，レベルアップ講座「オペレーティングシ
ステムの基礎」（第10巻第11号1985。11）を表題に順卜し，書き改めたものである。
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